
新島学園ファーム産の菜種を使用。

じょうでき油

新島学園中学校・高等学校、インターアクト部
菜の花プロジェクトin甘楽 代表者 強矢義和
安中ロータリークラブ、新島学園PTA

有限会社下仁田納豆、株式会社有田屋、
合同会社グローバルグロープラス、イチノセエンジニアリング

新島学園
「菜の花プロジェクト」

実施母体
農場指導
支援団体 メニュー開発協力

協力企業

株式会社ホワイトイン高崎

新島学園中学校・高等学校
〒379-0116 群馬県安中市安中3702番地

収穫した菜種を専用の工場で搾油してもらい、瓶詰めし、

ご協力いただきました関係者の皆さんに贈呈させていただいたり、

教材として使ったり、みんなの新島学園募金をご利用いただきました

皆様へお送りしたりと、さまざまな用途で活用させていただきます。

襄出来油は
みんなの
新島学園
募金
に対する
返礼品です

niijima-gakuen.jp



襄出来油の活用方法
循環型社会を学ぶ、SDG’ｓを学ぶ、バイオ燃料の研究、
メニュー開発、地域飲食店とのコラボレーション授業

オイルランプの油として使用礼拝

支援団体・協力企業等へのお礼、
「みんなの新島学園募金」返礼品その他

じょうでき油

https://houjin.niijima-gakuen.jp/donation/

「みんなの新島学園募金」にご協力ください。

「みんなの新島学園募金」についての詳細は、以下のサイトをご覧ください。
寄付申込書は下記サイトから寄付申込書をダウンロードできます。 スマートフォン

はこちらから

※法人様からのご寄付につきましては、お手数ですが一度お問い合わせください。
　書類を送付させていただきます。

寄付の方法

〒379-0116 群馬県安中市安中3702
法人本部 事務局

新島学園の生徒、保護者、先生、
地域の皆さんの協力で出来た油です。

遊休農地の土づくりから始めた新たな「新島学園ファーム」。
農薬などを使わず、自然農法・自然栽培で育てた菜の花から、
約240万個の菜種が収穫でき、それから搾った純粋な菜種油です。

新島学園の永続的な発展と、学園内外の繋がりを深める『みんなの新島学園』
の構築をめざし、周年ごとの募金に留まらない継続的なご支援を賜るため、
募金窓口を常設しています。何卒、本趣旨にご賛同いただきまして、ご支援、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

インターネットオンライン決済利用によるお申込み
専用振込用紙によるご送金

個人の方の寄付の方法は、以下の2通りです。

お名前

住 所

電 話

会社名

メール
アドレス

FAXでの
お申し込みの場合

お問い合わせ先
TEL：027-382-4073
FAX：027-382-4093
Mail：headoffice@mail.neesima.ac.jp

FAX送信先

※追って寄付申込書を郵送いたします。

027-382-4093

「新島学園ファーム」について
NIIJIMA GAKUEN FARM

新島学園創立時に
備えられた「建学の
精神」とその精神を
実現する「教育の五
原則」の中に「勤労
を尊び、天然資源の
利用を学ぶ」がありま
す。「新島学園ファー
ム」は、この教えを体
験する貴重な学びの場の一つです。このたび新たに使用する
ファームは、元 遊々休農地だった場所の土づくりから始め、自然
栽培・循環型農業を通して、生徒、教職員、保護者、同窓
生、地域の皆さんとの交わりを通して、“いのちの教育”を実
践していく場所として活用しています。

【プロフィール】
1954年生まれ。16年前に地域の
遊休農地解消の目的で菜の花プ
ロジェクトに取り組む。最初甘楽
町内0.8ha、5箇所の畑よりはじ
め、現在8ha以上55箇所に畑が
広がり、協力農家4人も1haを菜
の花畑を作っている。2013年に
農業生産法人となり、菜種油だ
けでなく、大豆・小麦も栽培し、
しょうゆ・納豆・とうふ原料として
提供している。

強矢義和さん

ファームの指導

襄出来油は
みんなの
新島学園
募金
に対する
返礼品です

1
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昨年の夏から新島学園の菜の花プロ
ジェクトの指導というか、お手伝いを
させたいただいております。長らく放置
されていた遊休農地の畑に菜の花を
咲かせたいということでしたが、草
ぼうぼうの畑を整地して、皆様の力を
合わせてなんとか種まきをしました。
発芽後順調に生育したのですが冬季
には極端な乾燥で皆様で水撒きも
やりましたね。多くの学園関係者と
生徒さんたちが菜の花を育てることに
よって、農業は地域の自然資源を守り
豊かな実りを育てるのだということを
感じてくれたらうれしいです。できあ
がった菜種油は皆様の想いの込もった
油となりました。来年度も菜の花を育て
ましょう。

Message


